
（第６号様式） 

座間市立栗原小学校 学校運営協議会 会議録 

会 議 の 名 称 第１回 座間市立栗原小学校 学校運営協議会 

開 催 日   令和４年 ５月１８日（水） 

開 催 時 間  １５時１０分  ～ １７時１０分 

開 催 場 所   座間市立栗原小学校 視聴覚室 

議 長   栗原小学校 CS担当教諭   

出 席 者   13名（協議員 7名・校長・教務・CS担当・総括教諭 3名） 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 無し 

会 議 の 内 容 

【議 題】 

①任命状交付       ②自己紹介        ③役職選任 

 ④学校運営協議会説明   ⑤本校の教育方針説明   ⑥学校運営協議会年間活動計画提案 

 ⑦情報交換「自身の仕事の紹介」「子どもや学校への願い」 ⑧諸連絡 

 

【主な意見・決定事項など】 

〇地域のボランティア人材が不足(保護司・自治会役員等) 

 →・人や地域に尽くして嬉しいと思える教育を小学校時代から始めてもらいたい。 

  ・老人ホームとの交流等のボランティア活動を教育活動に位置付けてもらえたら、慈善の心

も自然と育っていくのではないか。 

〇朝の挨拶運動→覇気がない児童が多い。登校班にもよるが、大人の働きかけが大切では。 

〇近所で子どもが遊んでいない→・習い事が多い。地域の人と触れ合う機会が減少している傾向。 

・地域とのつながりが希薄。（子ども会も活動していない。） 

〇青年会議所(子どもの為のボランティア活動)→・人数が減っている。 

・会議所での活動経験が人脈を広げている。 

〇ファイナルプランシャーの経験→お金の教育ができる。租税教室等をキャリア教育に反映。 

〇栗っ子教室の充実が課題 

→・異学年交流の機会になっている。社会性を育む場になればよい。 

  ・現状はスタッフの人員が不足している。 

・子ども達の遊びの場の充実と併せて地域の方との交流の場の一つになればよい。 

〇不登校児の選択の場の一つが増えるとよい。 

 →子ども達に社会と関わる場を提供し、自立の一歩となるような経験を積ませられないか。 

【配付資料】 

 ①会次第  ②栗原小学校グランドデザイン  ③学校運営協議会年間活動計画 

 ④令和 4年度地域連携・外部講師当年間計画  ⑤学校行事年間計画 

 

次 回 開 催 予 定   令和４年 ７月 ２１日（木）   時   分 



 


